
田や畑にごみがあると、農作業に支障が生じるほか、トラクターなどの農業機械の故障や作業者のけがにもつながります。
農業環境の保全のためにもごみのポイ捨てはやめましょう。　　農業振興課農政班　☎０４７５（７０）０３４５
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市
内
外
の
契
約
医
療
機
関
で

（
特
定
）
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
契
約
医
療
機

関
に
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
大
網
病
院
で
受
け
る
場
合
の
み

が
ん
検
診
も
同
時
に
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝
令
和
７
年
３
月
31

日
㈪
ま
で

※

契
約
医
療
機
関
や
詳
細
な
日
程

　
は
、
受
診
票
に
同
封
す
る
お
知

　
ら
せ
に
記
載
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料（
が
ん
検
診
は
有
料
）

　 〈
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
〉

　市
民
課
国
保
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
４

　市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
６

　〈
が
ん
検
診
、
検
査
内
容
等

　に
つ
い
て
〉

　健
康
増
進
課
成
人
保
健
・
予
防
班

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）８
３
２
１

人
で
す
。
入
場
整
理
券
は
９
時
ご

ろ
か
ら
配
付
し
ま
す
。
状
況
に
応

じ
て
配
付
時
間
を
調
整
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
集
団
健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ

た
場
合
や
指
定
の
日
時
で
都
合
が

悪
い
場
合
は
、
個
別
健
診
の
受
診

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
無
料

〈
同
時
に
が
ん
検
診
等
も
実
施
し

ま
す
〉

　
肺
が
ん
・
結
核
検
診
、
大
腸
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
負

担
金
あ
り
）。

　
大
腸
が
ん
検
診
は
事
前
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

が
ん
検
診
は
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
以
外
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。

◇
個
別
健
診

　
対
象
の
方
に
は
、
５
月
８
日
㈬

か
ら
順
次
受
診
票
等
を
送
付
し

ま
す
。

▼
対
象

①
40
歳
以
上
で
受
診
時
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
令

和
６
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
39
歳

の
方
も
受
診
で
き
ま
す
）

②
受
診
時
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方

※

年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金

　
を
使
用
す
る
予
定
の
方
は
、
健

　
診
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
集
団
健
診

　
会
場
混
雑
緩
和
の
た
め
、
午
前

中
は
指
定
地
区
の
方
以
外
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
指
定
地
区
は
受
診

票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
員

の
上
限
は
午
前
、
午
後
各
１
５
０

感
染
、ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
、療

養
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
期
間（
た
だ
し
、入

院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
、
最
長

１
年
６
か
月
ま
で
）

▼
提
出
書
類
＝
別
表
の
と
お
り

※

対
象
に
よ
っ
て
必
要
な
申
請
書

　
が
異
な
る
た
め
、
事
前
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

　
・
　
市
民
課
国
保
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
４

　
市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
６

▼
支
給
対
象
日
数
＝
仕
事
が
で
き

な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
４

日
目
以
降
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
期
間
の
う
ち
就
労

を
予
定
し
て
い
た
日
数

▼
支
給
額
＝
直
近
の
継
続
し
た
３

か
月
間
の
給
与
収
入
の
合
計
額
÷

就
労
日
数×

３
分
の
２×

支
給

対
象
日
数（
上
限
あ
り
）

▼
適
用
期
間
＝
令
和
２
年
１
月
１

日
〜
令
和
５
年
５
月
７
日
の
間
に

　
令
和
５
年
５
月
７
日
ま
で
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
、ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
、

療
養
の
た
め
に
連
続
４
日
以
上
仕

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

方
に
傷
病
手
当
金
を
支
給
し
て
い

ま
す（
郵
送
で
も
受
付
）。

　
た
だ
し
、
給
与
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
、
支
給
額
の
調
整
ま
た
は
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
就
労
で
き
な
か
っ
た
日
ご
と
に
、

そ
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る

と
、
時
効
に
よ
り
傷
病
手
当
金
の

申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
被
用
者（
給
与
等
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
方
）

傷
病
手
当
金
の
申
請
は

　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
）
に
な
っ
た
方

※
①
の
方
の
１
回
当
た
り
の
仮
徴

　
収
額
は
、
令
和
６
年
２
月
の
特

　
別
徴
収
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

※
②
に
該
当
す
る
方
の
み
、
４
月

　
初
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
の
通
知

　
書
を
送
付
し
ま
す
。

〈
普
通
徴
収
と
な
る
方
〉

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に

な
り
ま
す
。

①
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

②
年
間
の
年
金
額
が
18
万
円
未
満

の
方

※
年
金
を
複
数
受
給
し
て
い
て
、

　
合
計
金
額
が
18
万
円
以
上
で

　
あ
っ
て
も
、
個
々
の
年
金
が
18

　
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
普
通
徴
収

　
と
な
り
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
、
年

金
受
給
額
の
半
分
以
上
と
な
る

方
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
場
合
の
み
）

　
そ
こ
で
、
特
別
徴
収
の
場
合
は

４
月
・
６
月
・
８
月
に
暫
定
金
額

と
し
て
仮
徴
収
を
行
う
こ
と
で
、

１
回
当
た
り
の
徴
収
額
の
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
確
定
し
た
年
間

保
険
料
は
、
７
月
に
通
知
し
ま
す

の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
特
別
徴
収
と
な
る
方
〉

①
す
で
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
で
納
付
し
て
お
り
、
令

和
６
年
２
月
の
年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

②
令
和
５
年
10
月
1
日
ま
で
に
、

本
市
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

新
た
に
加
入
し
た
方
、
ま
た
は
介

　
４
月
か
ら
、
令
和
６
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
年
６
回
の
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
納
付
）の
う
ち
、４
月・６
月
・

８
月
の
３
回
分
の
徴
収
額
は
、
仮

徴
収
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
令
和
５
年
中
の
所
得

で
計
算
し
ま
す
が
、
所
得
額
な
ど

が
確
定
す
る
７
月
ま
で
年
間
の
保

険
料
が
確
定
し
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
が
確
定
し
て
か
ら
特
別

徴
収
を
開
始
す
る
と
、
10
月
・
12

月
・
２
月
の
３
回
の
み
で
保
険
料

を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

１
回
あ
た
り
の
徴
収
額
が
高
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

特
定
健
康
診
査・後
期
高
齢
者
健
康
診
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

問

申

問

問

●集団健診日程

▼別表　提出書類

●後期高齢者医療保険料・介護保険料の基本的な納期

5月 29日㈬

5月 30日 ㈭

5月 31日 ㈮

6月 4日 ㈫

6月 5日 ㈬

6月 6日 ㈭

6月 18日 ㈫

6月 19日 ㈬

6月 20日 ㈭

6月 21日 ㈮

6月 25日 ㈫

6月 26日 ㈬

6月 27日 ㈭

6月 28日 ㈮

6月 29日 ㈯

7月 8日 ㈪

7月 9日 ㈫

7月 10日 ㈬

7月 11日 ㈭

大網白里アリーナ
（メインアリーナ）
※室内履き持参

会場日程
対象

午前 午後

上貝塚、上谷新田、柿餅上貝塚入会地
清名幸谷、北横川、富田（九北地区を除く）

北飯塚（わらび台地区）
南飯塚（わらび台地区）

木崎、南横川、星谷
大網（星谷、九北、福田地区）

駒込（星谷地区）、仏島（星谷地区）
富田（九北地区）

南飯塚（わらび台地区を除く）
北飯塚（わらび台地区を除く）
柿餅、柳橋、経田（星谷地区）

国民健康保険に加入の方

国民健康保険傷病手当金支給申請書
①世帯主記入用
②被保険者記入用
③事業主記入用
④通帳またはキャッシュカードの写し

4
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月

１
月

２
月

３
月

特別徴収

普通徴収

後期高齢者医療保険に加入の方

後期高齢者医療傷病手当金支給申請書
①被保険者記入用（様式第29号の2）
②被保険者記入用（様式第29号の3）
③事業主記入用
④通帳またはキャッシュカードの写し

下ケ傍示、二之袋
清水、北今泉、南今泉

四天木、細草、長国
北吉田、九十根、桂山

ながた野、みずほ台、みやこ野、永田
萱野、砂田、小中、神房、池田、南玉
餅木、東駒込、駒込（星谷地区を除く）

経田（星谷地区を除く）

みどりが丘、季美の森南
山口、小西、養安寺、金谷郷、大竹

仏島（星谷地区を除く）
大網（星谷・九北・福田地区を除く）

市内全域（地区指定なし）

農村環境
改善センター
いずみの里

市内全域
（地区指定なし）

保健文化センター
（３階ホール）

問

○：仮徴収　●：本徴収　■：納付書または口座振替

　〈
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

　つ
い
て
〉

　市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
６

　千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　連
合
資
格
保
険
料
課

　
☎
０
４
３（
３
０
８
）６
７
６
８

　〈介
護
保
険
料
に
つ
い
て
〉

　高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
９

■■■■ ■ ■■■

●○○○ ●●

▶日時＝４月12 日㈮、５月10 日㈮
13 時 30 分～ 14 時 15 分、14 時
30 分～15時15分（予約制）
▶会場＝中央公民館２階談話室
▶内容＝専門職（保健師、社会福
祉士、介護支援専門員等）による
認知症の個別相談
▶対象＝市内在住で、もの忘れや認
知症への不安がある人、家族、事業所
▶申込方法＝電話で申し込み
▶利用料＝無料
　・　 地域包括支援センター
☎０４７５(７０)０４３９

気になったらすぐ相談！
「もの忘れ相談会」

問申

2024.4.1№6845

良好な生活環境を維持するために、廃棄物は適切に処理し、野焼きは行わないようにしましょう。
　地域づくり課環境対策班　　☎０４７５ (７０)  ０３８６

　市介護保険運営協議会の伊
藤会長から金坂市長へ第９期
高齢者福祉計画・介護保険事
業計画策定に係る意見書の提
出がありました。
　介護保険事業計画は令和６
年からの３年間を計画期間とす
るもので、高齢化の進む本市
において、介護が必要になって
も安心して暮らせるまちづくりを
目指すものとなっています。
　市介護保険運営協議会から
は高齢者福祉施策等の適切な
事業運営が要望されました。
　 高齢者支援課介護保険班
　☎０４７５（７０）０３０９

介護保険に係る
意見書を提出

問

山武郡市障がい者基幹相談
支援センター「さんサポ」の紹介

FAX

　山武郡市障がい者基幹相談支援センターは、障がいのある方が住み
慣れた地域で、自分らしく安心して生活していけるよう日常生活に関する
相談や情報提供等の支援を総合的に行う機関です。
　本人、家族、関係機関の方から困り事やご希望を伺い、解決に向け
一緒に考え、情報提供や適切な機関への紹介などを行います。
　経験を有する専門的職員が、障がいの種別や障がい手帳の有無に関
係なく相談に応じます。匿名での相談も可能で、料金はかかりません。
▶対象＝障がいのある方やその家族、障がい福祉サービスの事業所の方など
▶相談方法＝来所、電話、ファクス、メール、訪問など
▶窓口開設時間＝祝日・年末年始を除く㈪～㈮８時30 分～17時15分
　窓口開設時間以外は、電話転送にて対応します。
　 山武郡市障がい者基幹相談支援センター「さんサポ」
　 ☎０４７５（８６）６４７４　　　０４７５（８６）６４７５
　  　 sanbu-kikan@wanahome.or.jp
　 社会福祉課障がい福祉班　☎０４７５（７０）０３３７

問

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
６
年
度
〜
令
和
８
年
度
）を
策
定

令
和
6
年
4
月
か
ら
は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
等

の
施
術
利
用
の
助
成
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
75
歳
以
上

の
方

▼
施
術
所
＝
本
市
に
登
録
し
て
あ

る
施
術
所
（
保
険
診
療
で
施
術
を

受
け
る
場
合
は
利
用
不
可
）

▼
助
成
額

・
変
更
前
＝
1
回
１
，
０
０
０
円

（
月
2
回
ま
で
）

・
変
更
後
＝
1
回
５
０
０
円
（
月

2
回
ま
で
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
利
用
者

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
受
付
場
所
＝
高
齢
者
支
援
課
、

白
里
出
張
所

　
・
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支

　援
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
２

介
護
用
品
支
給
票
を
交
付
し
ま
す

介
護
４
・
５
の
方
で
、
介
護
保

険
料
（
１
号
被
保
険
者
）
本
人

所
得
段
階
が
、
第
１
段
階
か
ら

第
５
段
階
の
方

　
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
た
め
、

介
護
用
品
支
給
票
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
し
、

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
要

※
入
院
中
ま
た
は
施
設
に
入
所
等

　
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。

▼
限
度
額
＝
月
４
，０
０
０
円

▼
申
請
方
法
＝
要
介
護
者
の
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
の
上
、

高
齢
者
支
援
課
で
申
請
。

問問

地
域
の
皆
さ
ん
で
介
護
予
防
し
ま
せ
ん
か

地
域
介
護
予
防
活
動
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

人
以
上
の
団
体

▼
補
助
金
額
＝
上
限
８
万
円

▼
申
請
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
〜
９

月
30
日
㈪

▼
申
込
方
法
＝
高
齢
者
支
援
課
で

申
し
込
み

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
４
３
９

　
市
で
は
、
各
地
区
公
民
館
等
を

利
用
し
て
自
主
的
に
ロ
コ
モ
体
操

等
の
介
護
予
防
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
、
活
動
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
「
地
域
介
護
予
防
活
動
補

助
金
交
付
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
た
概
ね
10

定
健
診
・
各
種
検
診
に
加
え
、
健

康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
介
護
予
防
や
重
度
化
防

止
を
目
指
し
ま
す
。

②
安
心
づ
く
り
＝
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
や
認
知
症
対
策
の
推
進
等
を

図
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

③
生
き
が
い
づ
く
り
＝
生
涯
学
習

の
充
実
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
介
護

保
険
運
営
協
議
会
や
市
民
の
方
々

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、「
第
９

期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
等
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
基
本
目
標

①
健
康
づ
く
り
＝
健
康
相
談
や
特

ア
制
度
の
推
進
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
や
高
齢
者
の
就
労
支
援
等
、
高

齢
者
の
方
々
の
社
会
参
加
を
促
進

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

◇
介
護
保
険
料
の
改
定

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
の

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

は
、
計
画
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
見
込
み
量
を
も
と
に
３
年
ご

と
に
見
直
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
基

準
額
（
年
額
）
は
、
前
回
か
ら
据

え
置
き
の
６
８
，４
０
０
円
と
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
所
得
額
に
応
じ

た
各
保
険
料
段
階
区
分
で
、
金
額

申

問

申

問

保険料段階区分 基準額
×保険料率

R6～8年度の
保険料

（参考）
R3～5年度の
保険料

●第１号被保険者（65 歳以上）の介護保険料（年額）

　

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

20,520 円

34,200 円

47,880 円

61,560 円

68,400 円

82,080 円

88,920 円

102,600 円

109,440 円

116,280 円

123,120 円

129,960 円

129,960 円

19,500 円

33,180 円

46,860 円

61,560 円

68,400 円

82,080 円

88,920 円

102,600 円

116,280 円

129,960 円

143,640 円

157,320 円

164,160 円

基準額×0.285

基準額×0.485

基準額×0.685

基準額×0.9

基準額

基準額×1.2

基準額×1.3

基準額×1.5

基準額×1.7

基準額×1.9

基準額×2.1

基準額×2.3

基準額×2.4

120 万円以下

120 万円超

80万円以下

80万円超

120万円未満

120万円以上210万円未満

210万円以上320万円未満

320万円以上420万円未満

420万円以上520万円未満

520万円以上620万円未満

620万円以上720万円未満

720万円以上　　　　　　

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市町村民税非課税
・世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金
　収入額の合計が80万円以下

世帯全員が
市町村民税非課税で、
第１段階に該当しない

本人は市町村民税
非課税だが同世帯に
課税の方がいる

前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が

本人が
市町村民税課税で
前年の合計所得
金額が

※第１段階から第３段階は、公費負担による軽減後の保険料率、保険料です。
※介護保険料を特別徴収（年金から納付）で支払っている方は、原則として令和6年10月支給年金から変更後の保険料
　を適用し徴収します。なお、普通徴収（納付書により納付）で支払っている方は、7月中に納付書等を郵送します。

問

問

　介護保険制度は市町村が保険者となって運営しています。　
　40歳以上の方が加入者（被保険者）となって保険料を納め、介護
が必要になったときには費用の一部を支払ってサービスが利用できる仕
組みです。
◇介護サービス利用までの流れ
①窓口に相談
　介護や支援が必要になったと思ったら地域包括支援センターに相談
しましょう。
②要介護認定の申請
　介護保険のサービス利用を希望する方は窓口に要介護認定の申請を
しましょう。
③調査と審査
　心身の状態を調べるために本人や家族から聞き取り調査をします(認
定調査 )。また、主治医から介護を必要とする原因疾患などについて
の記載を受けます（主治医意見書）。
※主治医がいない場合は、医療機関に受診する必要があります。
　認定調査票と主治医意見書が揃うとコンピュータ判定を通じて保健
医療福祉の専門家が審査をします。
④認定結果
　要支援 1～ 2、要介護 1～ 5、非該当のいずれかの結果をお知らせ
します。
　結果に応じて必要なサービス（施設入所、訪問介護、通所介護、
住宅改修等）を受けられるようになります。
※介護サービスを受けるためには介護支援専門員（ケアマネジャー）
　を決めていただく必要があります。
　 地域包括支援センター　 ☎０４７５（７０）０４３９

地域包括支援センターだより
知っていますか　介護保険の仕組み

が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
介
護
報
酬
の
改
定

　
令
和
６
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
、

介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、
各
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額

が
変
更
さ
れ
ま
す
。
金
額
等
の
詳

細
は
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
施

設
担
当
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
９

※
申
請
者
は
介
護
し
て
い
る
家
族
、

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
可
。

▼
利
用
方
法
＝
市
か
ら
決
定
通
知

書
お
よ
び
介
護
用
品
支
給
票
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
介
護
用
品
支
給

事
業
取
扱
店
で
介
護
用
品
支
給
票

お
よ
び
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

提
示
し
て
、
支
給
対
象
の
介
護
用

品
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
・
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　支
援
班
　
　　

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
２

（所得範囲変更）

（所得範囲変更）

（所得範囲変更）

（所得範囲変更）

（所得範囲変更）


